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工事概要

工事内容
ごみ焼却施設内機械及び電気設備、ごみ焼却施設建築構造物
他地下埋設物解体

地下1階、地上３階 ＲＣ造 一部プラットホームＳ造
解体延べ床面積 1,914ｍ2
既存電気集塵器 高さ 14ｍ



改善内容
従来
ワイヤーと水槽を錘にした控えと足場による
バットレス（控え壁）的な控えを計画

改善内容
用地敷地に設置可能なスペースが有った為、
安全を優先した足場の計画を行い、
増設による足場一体型補強方法を選択した。

屋根スパン 桁方向 22.087ｍ
軒方向 25.602ｍ
軒高 15.675ｍ
控え 2列



改善理由
①施工性の向上
テント内側ワイヤーが、
解体時の作業の妨げとなる。

②安全性の向上
内部の機器撤去後ワイヤーを
支持する部材が少なく
テント自体が強風に弱く、不
安定に成る事が懸念される。



改善理由
①施工性の向上
テント内側ワイヤーが、
解体時の作業の妨げとなる。

②安全性の向上
内部の機器撤去後ワイヤーを
支持する部材が少なく
テント自体が強風に弱く、不
安定に成る事が懸念される。



改善理由
①施工性の向上
テント内側ワイヤーが、
解体時の作業の妨げとなる。

②安全性の向上
内部の機器撤去後ワイヤーを
支持する部材が少なく
テント自体が強風に弱く、不
安定に成る事が懸念される。



改善理由
①施工性の向上
テント内側ワイヤーが、
解体時の作業の妨げとなる。

②安全性の向上
内部の機器撤去後ワイヤーを
支持する部材が少なく
テント自体が強風に弱く、不
安定に成る事が懸念される。



従来例 改善事例
平面図比較

水槽タンク 控え足場



施工の比較
従来の施工方法 評価 改善した施工方法 評価

施工性・除染作業には影響がないが △・重機の作業半径内に支障がない為 ○
機器解体時ワイヤーを掛け 連続作業が可能になる
かける手間が掛かる

工期 ・テント組立25日機器解体50日 △・テント組立32日、機器解体32日 ○
合計75日 合計64日

安全性・解体時内側の機器が無くなる為△・震度4程度の地震が有ったが影響無し○
ワイヤーを支持する所が少なく 強風15ｍ程度にも影響が無かった
なり揺れが大きくなる

総合評価・狭い工事個所でも施工が可能 △・安全性が高く機器解体もスムーズに ◎
だが安全性に不安がある 作業が出来る

11日短縮



断面図

強度計算書



施工写真

正面写真

側面写真
西側写真



より強度が増す様
に、既存建屋の位
置を実測により測
量して、図面を作
成し、既存建屋RC
壁に壁繋ぎを取付
け、強固なテント
に仕上げました。

補強施工写真



完成写真



改善効果
１、テント内にワイヤーが無い為、機器解体時重機オペレーターの

接触事故の危険性が減少される

2、通常はワイヤーの点検に高所作業車を使用しなければならないが、
足場だけなら、足場上で点検が可能になる

３、外周部壁を枠組2列補強した為、安定して揺れが少ない



総括

①苦慮した点としては、敷地や建物に合わせて、全て実測の上
図面を作成しなければならなかった。

②限られた敷地内での大型クレーンの選択と組立順序の
計画を綿密に行う事が大事で有る。

③工期の短縮により、工程に間に合わせる事が出来た。
（幸い天気にも恵まれ工程通り行われました）
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